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生駒駅南口エリア 案内サイン

１．サイン計画の基本

1-１．はじめに

⚫ サインは、「情報」と「空間」に分類される。
⚫ 情報系サインは、文字や地図、記号を用いた公共サインを指し、空間系サインは街並みなどが造りあげる軸性などがあ
げられる。

情報系サイン 空間系サイン

道路や河川やなど、特徴的な構造・ランド
マークは、利用者に分かりやすい誘導要素。

文字や地図、記号を用いた情報。
近年では、現地でのサイン以外に端末など
のICT機器での情報も普及。

行動時の目印

情報サイン ICT機器 都市構造・まちなみ 人々の活動

⚫ 案内サイン
⚫ 誘導サイン
⚫ 記名サイン
⚫ 解説・禁止サイン
⚫ 紙媒体など

⚫ スマートフォン・ア
プリ

⚫ ウェブサイト
⚫ デジタルサイネー
ジなど

⚫ パス・ノード・エッ
ジ・ランドマーク・
ディストリクト～街
路景観、河川、高架、
駅、公園、資源など

⚫ 祭事、イベント、生
活、まちあるき、運
動・ウォーキングな
ど

《ハード》 《ソフト》

⚫ 情報系サインは煩雑に設置せず、空間系サインを考慮し必要に応じて最小限に設置を行うことが必要。
（例）道路が美装化された宝山寺参道は、軸性があるため途中にサインがなくても目的地にたどり着くことができる。
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生駒駅南口エリア 案内サイン

１．サイン計画の基本

1-2．サインシステム

 利用者
 配置
 情報形態

サインシステム 利用者

配 置

情報形態

歩行者

投網配置

車 両

歩車複合

段層配置

線状配置

市民
（日常）

来訪者
（非日常）

⚫ 案内サイン
⚫ 誘導サイン

⚫ 誰を対象に情報を提供するか
⚫ どのような配置によって情報を提供するか
⚫ どのような形態で情報を提供するか

⚫ 解説・禁止サイン
⚫ 紙媒体 など

誰を

どのような配置で

どのような形態で

⚫ 記名サイン
（現地の名称
など）

案内・誘導対象

⚫ 行政機関、病院
⚫ 地域情報 など

⚫ 観光地
⚫ 名所 など

（共通要素
～目印となる施設）
⚫ 駅、バス停など

（図表）生駒市都市サインデザインマニュアル
誘導サインシステム

行動の起点 不特定

行動の終点 不特定

行動の起点 特定

行動の終点 不特定

行動の起点 特定

行動の終点 特定

⚫ 計画対象地域にくまなく情報を配置
⚫ 人の移動の起点および終点を特定せ
ず、あらゆる移動ルートに対応

⚫ 限られた移動の起点を想定
⚫ 不特定の終点に向かって情報を配置

⚫ あらかじめ起点を想定
⚫ 要所に情報を配置

起点

終点

起点

終点

＜基本的な考え方＞

⚫ 宝山寺などに向かう来
訪者（歩行者）を対象

⚫ 行動の起点は駅

⚫ 終点は宝山寺

⚫ 途中、商店街の回遊を
促す（地域活性化）

⚫ 基本は案内サイン、誘
導サインの２種の情報
形態による案内・誘導

⚫ イベントなど、市民を対
象とした情報はQR
コード等で発信
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生駒駅南口エリア 案内サイン

１．サイン計画の基本

1-3．サインシステム/情報形態（一般的な都市サイン）

案内サイン 誘導サイン 記名サイン 解説・禁止サイン

地図が基本 文字情報が基本 文字情報が基本 文章が基本

⚫ エリアや概念について全体
像を伝える

⚫ 地図などで案内を行い、利
用者が知りたいエリアと現在
地の関係が把握できる。

⚫ 多量の情報を提供すること
が可能

⚫ 目的となる主要な施設・地域
への方向、距離等を示す。

⚫ 情報は矢印と地名、施設名
で構成される。

⚫ 視認性は高いが、情報量は
限られる。

⚫ 道路名称や所在地、施設や
地点などの名称を示す。

⚫ 他の情報と組み合わせて表
示することが多い。

《解説》

⚫ 事物の説明を行う

⚫ 施設解説、学習解説、利用の
説明などの情報を掲載。

《禁止》

⚫ 行動を規制
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生駒駅南口エリア 案内サイン

２．案内サインの検討に向けた基本的な考え方

2-1．検討条件の整理

【条件1】 観光地に向かう来訪者を対象とした円滑な往路ルートの案内誘導

【条件2】 駅に向かう来訪者を対象とした商店街経由の帰路ルートの案内誘導

【条件3】 来訪者及び地域の方を対象とした地域情報の発信

⚫ 近鉄等生駒駅から、生駒ケーブル鳥居前駅～宝

山寺駅を経由した宝山寺などの観光拠点への円

滑な案内誘導を行う。

⚫ 生駒山上遊園地は、ケーブル駅から見渡すこと

ができるため、簡易な文字情報のみでの案内誘

導を行う。

⚫ 宝山寺などの観光拠点から駅へと向かう来訪者

を商店街へ促し、食事、購買、交流などの行動を

通じて地域活性化につなげる。

⚫ 来訪者とともに、地域の方を対象として商店街を

中心とした地域情報・資源（イベント、店舗、歴史）

を発信し、持続的な回遊、散策の推進、まちづく

りなどに関する地域意識の向上を促す。

案
内
誘
導

地
域
活
性
化

（１）本案内サインの検討条件（基本的な考え方）

起終点：駅
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生駒駅南口エリア 案内サイン

２．案内サインの検討に向けた基本的な考え方

2-1．検討条件の整理

（2）本案内サインの位置づけ

目的別のサイン種類（他都市事例） サインの位置づけ

①市民・来訪者を
対象とした
「都市案内サイン」

②観光客を
対象とした
「観光案内サイン」

③市民・来訪者を
対象とした
「民間施設案内
サイン」

⚫ 駅などの不特定多数が
利用する施設、公共施設
を基本情報としたサイン

⚫ 都市サインをベースとし
て、観光拠点を追記した
サイン

⚫ 写真と説明文を掲載した
ものが多い

⚫ 民間情報を掲載したサイ
ン

⚫ 写真は富山市の事例で
あるがLRT路線図ととも
に商店街マップが掲載さ
れている（占用物件かは
未確認）

本案内サインの位置づけ（求める機能）

⚫ 都市サインは平成10年に策定されている
「生駒市都市サインガイドライン」、平成12
年に策定されている「生駒市都市サインデ
ザインマニュアル」で規定されているサイン
が対象。

⚫ 策定後、本体整備は一部行われているのみ
と推測。

⚫ 基本的な考え方やベースとなる地図（掲載基準を
ベースとした情報）などは都市サインをふまえて検討。

⚫ 観光案内や民間施設案内という点では都市サインと
は別のサインとして位置づけ、観光案内や地域案内
を行う。

社会実験として実施（暫定設置）

⚫ 街路灯やアーケード柱等、既存物件の活用

⚫ 効果的な恒久サイン整備を視野に、先述した条件、
目的を実現するサインのあり方を取りまとめる。

国土交通省道路局
が監修した「地図
を用いた道路案内
標識ガイドブック」
を参考したサイン
事例がある。
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生駒駅南口エリア 案内サイン

２．案内サインの検討に向けた基本的な考え方

2-1．検討条件の整理

（3）社会実験・検証内容 ⚫ 検討条件（基本的な考え方）で述べた3つの条件を基本に調査・検証を検討する。

検討条件

観光地に向かう来訪

者を対象とした円滑

な往路ルートの案内

誘導

駅に向かう来訪者を

対象とした商店街経

由の帰路ルートの案

内誘導

来訪者及び地域の方

を対象とした地域情

報の発信

求められる効果

⚫ 円滑なケーブル駅

への案内誘導

⚫ 商店街を経由した

来訪者帰路ルート

（利用者の行動変

容）

⚫ 商店街での飲食・

購買

⚫ 得た情報を活用し

たエリアの回遊促

進（日常の活性化）

サインシステムの検証

サインの
発見のしやすさ

⚫ サインの配置形態（種
類：①地図を主とした
案内サイン②文字を
主とした誘導サイン）

行動のしやすさ

⚫ サインの設置位置
（柱類・路面）

掲載情報の
分かりやすさ

⚫ サインの情報内容
（地図・文字・ピクト）

利用者の行動変容の検証

検証方法例

⚫ 歩行者通行量調査（実施前後）

⚫ 利用者アンケート調査

⚫ GPS位置情報データ（実施前後の回遊状況）

⚫ 利用者アンケート調査

⚫ QRコード/WEBアクセス状況

⚫ 商店街ヒアリング調査

⚫ 利用者アンケート調査

情報発信効果の検証

⚫ 利用状況目
視調査

⚫ 利用者
アンケート
調査

（設問例）

目的地/属性

利用の有無

その情報を
見たか

その情報の
分かりやす
さ

1

2

3

効
果
的
な
恒
久
サ
イ
ン
整
備

北
口
も
含
め
た
南
北
エ
リ
ア
に
お
け
る
サ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方

アウト
プット
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生駒駅南口エリア 案内サイン

２．現況調査

2-2．ルート検証①

【条件1】 観光地に向かう来訪者を対象とした円滑な往路ルートの案内誘導

行動起点

既設の案内サイン

⚫ 改札前面に案内サインがある
が、情報にメリハリがなく、分
かりにくい印象を受ける。

分岐点

デッキ天井部の誘導サイン

⚫ 景観を阻害しないシンプルな
デザインであるが、文字サイズ
が小さく、分かりにくい印象を
受ける。

交通拠点

駅の名称サイン

⚫ デッキを経由して駅に向かうこ
とになるが、駅名サインが小さ
く、分かりにくい印象を受ける。

分岐点

デッキ天井部の誘導サイン

⚫ 同左
⚫ ビル通路を経由することにな
るため、戸惑いを与える印象を
受ける。

課題

⚫ 地図情報の改良

課題

⚫ 文字情報のサイズアップ（交番を割愛しケーブル駅を分かり
やすくする等）

⚫ 喫煙禁止などの規制サインの配置の見直し

課題

⚫ 駅の記名サインの顕在
化（※近鉄）
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生駒駅南口エリア 案内サイン

２．現況調査

2-2．ルート検証②

【条件2】 駅に向かう来訪者を対象とした商店街経由の帰路ルートの案内誘導

行動ルート

道路の美装化

⚫ 道路の美装化による軸性、遠方
が見通すことができるため、駅
方向へのルートが分かりやすい。

商店街方向への分岐点

交差点

⚫ 商店街方向が一見して分から
ない。

⚫ 歩道がなく、サイン設置につい
ては柱類、路面のみとなる。

駅へのルート

デッキ

⚫ デッキを経由して駅に向かうこ
とになるが、駅名へ誘導する情
報がなく、分かりにくい。

商店街南側入口

アーケード

⚫ アーケードにより商店街である
ことは分かるが、駅へ向かう
ルートであることは分かりにく
い。

課題

⚫ 商店街・駅名を掲載した
路面サインの設置

課題

⚫ 駅方向を示す誘導サイ
ンの設置（※商店街）

⚫ 商店街・駅名を掲載した
路面サインの設置
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３．実施計画

3-1．サイン設置計画

⚫ 近鉄生駒駅 中央改札：既存の案内サインへの情報追記

⑤商店街柱：更新
⚫ 既存本体を活用しながら、盤面のみの入れ替え（情報の更新）

①行動起終点：案内サインの更新

②デッキ天井部の誘導サイン：盤面の更新

④交差点NTT柱：新規設置

③商店街柱：新規設置

⑥歩道橋：新規設置


